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① 安全上のご注意

-ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

・この取扱説明書に示した昆官事項l立、機器を安全にお使いいただき、あなたや他の人有への危害や援

害を未然に防止するためのものです。

・この切断トーチは安全性に十分考慮して設計・製作されていますが、ご使用にあたってはこの取短説

萌書の注意事項を必ず守ってください。これらを守らずに使用しますと死亡または重傷などの重大な

人身事故を引き起こす場合があります。

・機器の取扱いを誤った場合、いろい石なレベルの危害や損害の発生が想定されます。この取扱説明書

の記述では、そのレベルをつぎの3つのラYクに分譲し、君主主喚起シンポルとシグナル用語で警告表

示しています。これらのE主意喚起シンボルとシグナル用語は、機器の警告ラベルにも全く同じ意味で

用いられています。

注意喚起シンボル シグナル用語 内 容

国
取扱いを誤った場合に、きわめて危険な状態が起』る可能

高度の危険 性があり、死亡または重傷を受げる可能性が想定される場

d戸昼Z、o 

<t 危 F克
取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こる可品副性があ日、

死亡または重傷を受Iフ石可様性が想定される場合。

どむ
取扱いを誤った場合に、危険な状態が起」る可能性があり、

f主 意 中程度の障害や軽傷を受[1る可能性が想定される場合およ

び物的損害のみの発生が想定される場合。

-注意喚起シンボルは、一般的な場合を示しています。

・上に述べる重傷と!言、失明、けカて、やけど〔高温・低~、感電、骨折、中毒などで、後

遺症が残るものおよび治療に入院や長期の通院を要するものをいいます。また、中程度の

障害や軽傷と[;t_治療に入院や長期の透践を憂しない貯が・やけど・感震などをいい、物

的損害とl立、財産の破損および機器の損傷にかかわる拡大援害をいいますD

さらに、機器を取り扱ううえで、「しなければならないことよ「してはならないことjを下記のとお

り表示しています。

@ しなければならないこと。
強 制

たとえば、「接地工事」など。

③ 禁 止 してはならないこと。

-シンボルは、一般的な場合を示しています。



② 安全に関して守っていただきたい事項

4>危険ドーを避けるために一一聞くだ机

・この切断機は安全性に十分考慮して設計・製作されていますが、ご使用にあたってはこの取扱説

明書の注意事項を必ず守ってください。これらを守らずに使用しますと死亡または重傷などの重

大な人身事故を引き起こす場合があります。

・入力側の動力源のエ黒設置場所の選定入高圧ガスの取扱い・保管および配管、切断後の製造物

の保管および廃棄物の処理などは、法規および貴社社内基準に従ってください。

・切断機や切断作業場所の周囲には、不用意に人が立ち入らないようにしてください。

・心臓のベースメーカーを使用している人は、医師の許可があるまで操作中の切断機や切断作業場

所に近づかないでください。切断機は運電中、周囲に磁場を発生し、ベースメーカーの作動に悪

影響を与えます。

・この切断機の据付け・保守点検・修理は、安全を確保するため、有資格者または切断機をよく理

解した人が行ってください。{※ 1) 
・この切断機の操作は 安全を確保するため、この取扱説明書をよく理解し、安全な取緩いができ

る知識と技能のある人が行ってください。(※ 1) 
・この切断機を切断以外の用途に使用しないで〈ださい。

.この切断機の改造は施対にしないでください。

.改造によって火災」故障、誤動作による怪君主や機器破損のおそれがあります。

.お客様のご都合による改造は、弊社の保証範囲外ですので責任を負いません。

<t>危 険l-け る こ に必つのこ

各〉
*帯電部に触れると、致命的な感電ややけどを負ラことがあります。

*切断機では、直流の 200-400Vの出力電圧が発生するため、トーチス

イッチが押されている状態で、 トーチ先端のチップに触れると強い惑電や重

いや1::1どを負うことがあります。

-帯電部には触れないでください。

・切断電源のケースおよび母材または母材と電気的に接続された治具などには、電気工事士の資格

を有する人が法規(電気設備技術基準つに従って接地工事をして〈ださい。

・据付けや保守点検は、必ず配電籍の開閉器によりすべての入力電源を切って、 3分以上経過して

から行ってください。入力電源を切っても、コンデンサは充電されていることがありますので、

充電電圧が無いことを確認してから作業してくださ"'0
.ケーブルは容量不正Eのものや、損傷したり導体がむきだしになったものを使用しないでください0

.ケーブルの接続部は、確実に締め付げて絶縁してください。

・切断機のケースやカパーを取り外したまま使用しないでください。

・破れたり震れた手袋を使用しないでくださいロ常に乾いた絶縁性のよい手袋を使用してください。

・高所で作業するときは命綱を使用してください。

・保守点検は定期的に実施し、損傷した部分は修理してから使用してください0

・使用していないときはすべての装置の電源を切ってください。

・切断機に具摘されている安全保護団路を動作しないように改造したり、損傷させないでくださ，'0 
・切断トーチは、取扱説明書で指定されているトーチのみをご使用ください。

・トーチスイッチを持した状態で、 トーチの先端のチップには触れないでください。

.パイロットアークが発生する切断機では、パイロットアー?に触れないでください。
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② 安全に関して守っていただきたい事項(つづき)

くか危険 切断で発生するガスやヒュームおよび酸支欠乏から、あなたや弛の人々を

守るため、排気設備や保護具などを使用してください。(※2)

キ狭い場所での切断作業1孟、酸素の欠乏により、窒j患する危険性がありますロ

キ切断時に発生するガスやヒュームを吸引すると、健康を害する原厨になりま

すa

・ガス中毒や窒息を防止す苔ため、法規(酸素欠乏症等防止規則〉で定められた場所では、十分な

換気をするか、空気呼吸器等を使用してください。

・ヒューム等によ吾粉じん障害や中毒を防止するため、法読(労働安全衛生規則、粉じん障害防止

規則〕で定められた局所詐気設備を使用するか、呼吸用保護具を使用してください。

・9ンク、ボイラ一、船倉などの底部には、炭酸ガスやアルゴンガス等の空気より重いガスが滞留

します。このような場所では、百主義欠乏症を防止するために、十分な換気をするか、空気呼吸器

等在使用してください。

・狭い場所での切断では必ず十分な換気をするか、空気呼吸器等を使用す吾とともに、訓練された

監視員の監視のもとで作業してくだされ。

・脱脂・洗浄・噴霧作業の近〈では切断作業をしないでください。これらの作業の近くで切断作業

を行うと有害なガスが発生することがあります。

・被覆鋼板の切断では、必ず十分な換気をするか、呼吸用保護具を使用してください。(被覆鋼板

を切断すると、有害なガスやヒュームを発生します。〕

・有害なガスや反応性の高い物質が入っている容器は切断しないでください。

くじ危険 火災や爆発・破裂を防ぐため、必ずつぎのことをお守りください。

キ飛散するドロスや切断直後の熱い母材は火災の原因になります。

ゅd
本ケーブルの不完全な接続部や、鉄骨などの母材側量流経路に不完全な接触部

があると、運曹による発熱によって火災を引き起こすことがあ日ます。

*ガソリンなど可燃物用の容器を切断すると爆発することがあります。

キ密閉されたタンウやパイプなどを切断すると、破裂することがあります。

-飛散するドロスが可燃物に当たらないよう、可燃物を取り除いてください。取日除けない場合に

l:t、不燃性カバーで可燃物を覆ってください。

-可燃性ガスの近くでは切断しないでください。

-切断直後の熱い母材を可燃物に近づけないで〈ださい。

-天井・床・壁など処EE青では、隠れた側にある可燃物を取り除いてください。
.ケーブルの接続部I孟、確実に諦め付けて絶縁してください。

-母材i剖ケーブルは、できるだ11切断する箇所の近くに接続してください。

-内部にガスが入ったガス管や、密期されたタンウ・パイプを切断しないでください。

-切断作業場所の近くに消火器を配し、万ーの場合!こ備えてください。

-爆発性のあるヂリや煙霧が充満する場所では切断しないでください。

-ガスポ氏、高四パイ環高脚力慨され て い る 可 制 措 い 碍 吾 切 断

-燃え易い物が入った容器を切断した日、燃え易い物の上に切断機吾置かないでください。
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② 安全に関して守っていた だ き た い 事 項 ( つ づ き 〉

企注意 切断で発生するア-/;J光、飛散するドロス、騒音から、あなたや他の人々

を守るため、保護具を使用してください。(※ 2)

~~ê) 
キア-/;J光は、自の炎症や皮膚のやけどの原因になりますロ

孝飛散するドロスI立、自を痛めたりやけどの原因になります。

*騒音は、聴覚に異常を起こすことがあります。

-切断作業や切断の監視を行う場合にl立、十分なしゃ光度を有するしゃ光めがねまたは溶接用保護

面を使用してください。

-飛散するドロスから目を保護するため、保護めがねを使用してください。

-切断作業にほかわ製保護手袋、長袖の服、脚刀パ一、かわ前かげなどの保護具を使用してくださ

L、。

-切断作業場所の周囲!こ保護幕を設置し、ア-/;J光が他の人々の固に入らないようにしてください。

-騒音が高い場合にl立、防音保護具を使用してください。

企注 ""'" 居、

一一一ー一一一一一一一J

プラズマアーウは、 11がの原因になりますので、必ずつぎのことをお守り

ください。

*切断機では、切断トーチを切断母材に近づけなくてもパイロットア-/;Jが発

生するものがあります。このパイロットY-/;Jは高温で強力なプラズマ気一涜

のため、かわ製手袋等の保護具を使用していてもやけどの原因になります。

ネ切断卜ーチ・母材商に発生する7ータはけがの原因になります。

・切断作業時やパイロットアーク発生時は、 トーチ先端のチップに手や指が触れないようにしてく

ださい0

・パイロットアー?を発生させるときは、 トーチ在体の万向には向けず、母材の方向!こ向げてから

トーチスイッテを押してください。

・切断直後白切断部やチップ・電極には触れないでください。

・卜ーチのチップ・電極を交換するときは、必ず切断機の制御菅原スイッチと配置箱の関関器を切っ

てから行ってください。

-4ー



② 安 全に関して守っていただきたい事項(つづき〕

/小ト 注 意副|こ の 叩U一一→空M ト用に高翻周波瀧を措酌使恥町つ河て吋

I ; ¥ '，~ ，巳出a、 |電磁障害を未然に防止するために、必ずつぎのことをお守りください。

l 近くのつぎのものに高周波が侵入して電磁障害をおこすことがあります。

一

*入力ケーブル、信号ケーブル、電話汐ーブル

キラジオ、テレビ

キコンピュ-9やその他の制御装置

*工業用の検出器や安全装置

ネペースメーカ や補聴器

電磁障害を未然に防止す吾ために

・切断ケーブルをなるべく短くしてください。

・切断ケーブルを床や大地にできるだけ近づけて這わせてください0

・母材倒ケーブルとトーチ側ケーブルとは互いに沿わせて〈ださい。

・母材および切断祷の接地は他機の接地と共用しないでください。

・切断機のすべての扉とカバーはきっちりと閉め、画定してくださ¥'0 

・アークス9ー卜するとき以外はトーチスイッチを押して、高周波を出さないでください。

・雪磁障害が発生したときは、ほとんど問題がなくなるまで、上記対策の他、この取扱説明書に示

す対策を講じてください。場合によっては弊社にご連絡ください。

・心臓のベースメーカーを使用している人は、医師の許可があるまで操作中の切断機や切断作業場

所に近づかないでください。高層波がベースメーカーの動作に悪影響を与えます。

-5ー



② 安全に関して守ってい た だ き た い 事 項 ( つ づ き 〕

巴塾l
※ 1 据付け・操作・保守点検・修理Iこ関する関違法規・資格など

(1) 据付けに関して

キ電気設備技術基準第10条 電気到着の接地

第 15条 地絡に対する保護対策

*電気設備技術基準の解釈について第 19条 接地工事の種類

第 29条

第40条

機械器具の鉄台および外箱の接地

地務遮断装置等の施設

第240条アーク溶接装置の施設

*労働安全衛生規則 第 325条強烈な光緯を発する場所
ヲ

第 33争漏電による感電の防止

第 59 3条呼吸用保護具等

*酸義欠乏症等防止規則第21条溶接に係る措置

*掛じん樟害防止規則第 1条

第2条

*接地工事:電気工事士の有資格者

(2) 操作に関して

*労働安全衛生規則第36条特別教育を必要とする業務第3号

*労働安全衛生規則に基づいた教育の受講者

(3) 保守点検、修理に闘して

キ切断機製造者による教育または社内教育の受講者で切断機をよく理解した者

※2 保護具等の関連規格

JIS Z 3950 溶接作業環境における JIS T 8113 ~事接用かわ製保護手袋

浮遊粉じん議度測定方法 JIS T 8141 遮光保護具

JIS Z 8731 環境騒音の表示・測定方法 JIS T 8142 ~喜接用保護面

jlS Z 8735 振動レベル測定方法 jlS T 8151 防じんマスク

jlS Z 8812 有害紫外放射の測定方法 jlS T 8161 防音保護具

jlS Z 8813 浮遊粉じん議度測定方法適則

注〕法規や規格は改廃することがありますので、必ず最新版をご参照ください。
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③ 梱包内容の確認

-開梱のときに数量をご確認ください。

プラズマ切断ト チ 1 付属 品

一一??

品 名!数量

①カップ I1 

② H チップ I5 

③ 電 極 I5 

ピニルキャップ

〔ご使用時に耳立外してください〕

③レンチ 1 

④各部の名称

ト チスイッチ
ノ、ンドJレ

ト チボディ

災 Qぷミ，-'BぬU河医~

カッ 7'

チップ

トーテスイッチ
(3 P) 

-7 



⑤ 使用上のご注意

くじ 危険|惑諮問ため、必ずつぎの こ と を お 守 り く だ さ い

今>
-導電部には触れないでください。

手当~~~ち.~雪原が入っているときは、チップに触れ
ないでください。
トーチスイッチを押すと言電圧力切Eわり、
触れると感電します。

& ごι、L ，4sFλ:I ネプフズマアーウやパイロットア-'.7に手、指など体の一部が直接触れる
とやげどを負います。

曜守量F

J・チ司プ先端を人体に向けて、 トーチスイッチを押さないでください。

-切断作業途中に、 トーチを置くときは、不用意にトーチスイッチが入らない

ょうトーチスイッチ在下向きに置いたり、不安定な場所に置いたりしないで

くださいロ

和一一一一
使一J

一企 -定格使用率以下でご使用ください。定格使用率を超えた使い方をすると、

切断トーチが劣化・焼損す吾おそれがあります。

チ-ロ
二

m

一一ト『

山

m
-
m
i

切一

c

定格使用率

70A，60% 

-定格使用率 O0%とは、 10分間のうち定格電流で 6分

間使用し、 4分間休止する使い方を意味しています。

-撞用宰60%の運転サイク)v 位

制
混

が
の

れ

チ

そ
一

お

ト

る
断

す

切

を
、

い

と

み

」

叫

υ

る

や

す

や
抗

雌

使

え
た

超

一
え
を

輔

臨

棚

略

。

格

が

す

定

昇

ま

• 

間一一一
J

五
切断作業時のトーチの取扱いは以下のことをお守日ください。

ネチップ等消耗部品の寿命が短くなったり、 トーチを焼損することがあり

ます。

(1) スタート時

× 
-スタ}ト時にチップの側面を母材端に当て

ないでください。

-強いアークが発生し、チップの穴がすぐに

変形するおそれがあります。

× 品
-チップを母材に垂直に接触させたまま、ス

タートさせないでください。

・チッフ句内部でアークが発生し、チップが焼

損するおそれがあります。

-3 



⑤ 使用上のご注意(つづき)

(2) 切 断 中

(3) 切断経了

基
誕

暴時

× 二軍

左

右

o -1=t""-ftJ 1-3師
自一

-チップと母材田間隔は2-3四が適当ですが

最大5四まで浮かせて切断できます。

‘チップ段部に当て坂を沿わせて切断する場

合、当て板には絶静物(厚さ 4-5皿〕を

ご使用ください。

-金属板などの導電材を当て板としてご使用

にならないでください。ダブルア クにな

りやすくチップの穴が亥形します。

-母材に対するトーチ白傾き角は50以内が

適正です0

・前進角が大告す吉るときは、切断方向前方

に吹き上げが発生します。

-切断方向に対して、右に傾いているときは、

左側にドロスか飛び、逆に左に傾いている

ときは右側に飛びます。

-ドロスが左右に飛ばないようトーチ角度を

保持してください。

-切断速度はプラズマアークがやや後へ流れ

る状態が最適です。ドロスもとれやすくな

ります。

-切断速度が速すぎるときは、切断方向前方

に吹き上げが主性しますロ

-チップを母材に接触させたまま、切り落と

さないでください。

強いア クが出て、チップの穴が変形する

ことがあります。

-終端部ではチップ先端を1........3mill浮ーかせて切

り落としてください。



⑤ 使用上のご注意(つづき〕

5.3 保護カバーの取扱いについて

検出ピン

高周波リ デ カッ 7'

保護カノミ}は検出ピンを保護するためのものです。

ト テボディを乱暴に取扱いますと保護カパー均埼度

援しますので、ていねいに取扱ってください。

また、保護カパーなしで使用されますと検出ピン

部から高周波が発生し、トーチボディを焼損する可

能性がありますので、保護カバーを破損した場合は

母材 すみやかに保護カバーを交換Lてください。

導電材をガイド板として使用されますと、チップ

白異常消耗やトーチの焼漬か発生する場合があります。

ガイド板には絶縁材、または直線ゲージH775HOO

などの補助工具をど使用くだ古い。

5.4 自動切断時のトーチのクランプ部について

・台草等にト チを搭載して自動切断乍業をされる場合は、下図の位置をクランプしてくだ古い。

回却掠恵.

120 
78 62 

クラン7守魁呈悶占

品 名.絶禄スリープ

部品番号 :H669G12

注〕クランプ推奨区間が使用できない場合でトーチ先端をタランプしてご使用

される場合には絶縁スリ プが必要です。

上図をど参照のうえ弊社営業所または、代理庖にご発注くだ古い。

-10ー



⑥ メンテナンスと故障修理

くら 危険i躍を避阿ため必ず次のことをお守りください

-帯電部には勉れないでください。

φ 
.電震が入ってい吾ときは、チップに触れないでください。

-トーチの点検や部品を交換するときは、必ず配置箱の開閉器によりすべての

入力電源を切ってから行ってくださいロ

-保守点検は定期的に実施し、損傷した部分は修理してから使用してください。

-保守点検・修理は安全を確保するため有資格者や切断機をよく理解した人が

行ってください。

A 注意|や問避時ため凶ず次のことをお守りください

-切断作業時、チ、ノプやカ、ノプおよび切断直後の母材なとの晶温部に触れ

ないでください。

-切断作業には、溶接用かわ製保護手袋などの保護具をご使用ください。

-トーチ先端部品の交換は、冷めてから作業してくださ， ¥0 

ど色注
dr. 
息

-部品が破損している場合は、安全および切断品質確保のため、新品に交

換してくださ，'0 

-交濃部品は必ず“ダイヘゾマーク入りの純正部品をご使用ください。

6. 1 力ップ、チップ、電極の交換

叩一雫ーァ-51-!
-付属のレンチで

チップおよび電

極白取外し、取

付けをしてくだ
さい。

蹴 fミミ{3四一

(1) カップの装着

/付着したゴミは

百一きとっ
てください。

、、、

高D
-11ー

-カッフーをト チボディに装着するときは、

カγプ端面に付著したゴミ等を乾いた布で

きれいに拭き取ってから取付けてくだ吉い。

-カップは最後までねじ込んでください。

-カップ先端にドロスが付着したときは、早

固に取除いてください。

カップが割れるおそれがあります。



⑥ メンテナンスと故障修理(つづき)

(2) チップ・電極の点検および交換時期

・切断作業で、次由ような現象が出たときは、チフ 7'・電極を点検し、消耗しているときは、新品

に交換してください。

・チップや電極を削り直して使うことはやめてください。

切断作業時の現象 点検部位

-パイロットア タが飛びにくくなり、スタートが悪くなった。 チップ、電極

-スタ←ト時に“パ_'J という大きな音がするようになった。 :電極

-チ γプを交換しでもすぐに穴が変形するようになった。 電極

-切断部が極端に曲りはじめた。 チップ

-チップが母材にくっつくようになった。 チップ

-12ー



⑥ メシテナンスと故障修理(つづき〕

6.2 トーチボテRィの交換方法

E二二重ヨ
スパナ掛け

ノ、ンドJレ
トーチボディ

パワーケ プル取付ナット

チニュープ①

端子取付ねじ チュブ② 結束ノミンド

(1) ハンドル取付けねピ (4木〕を外し、ハンドノレを開いてください。

ホースシス

(2) ホースシースをリード線白接続端子が見えるまで上園田右側にずらしてください。も約1皿〕

ホース yースはトーチボディ部より 4皿くらい先の所から少しずつずらしてください。

白) リード線を接続端子の右側で切断してください。

(4) チューブ①を上図の右側にずらし、スパナ掛け蔀をスパナでっかんで、ナットを反時計方向に回

し、パワ ケープルを取り外してください。

(5) チュ ブ②を上図白右側にずらし、靖子取付けねじをはずしてください。

13ー



⑥ メンテナンスと故障修理(つづき)

市豆王記忌 l
1. 本トーチは高周波および高電圧がかかりますので、各接続部の絶縁は確実に行ってください0

1 パワーケーブルの語読売は通電のため確実に行ってください。

3 リード糠白長さは付属国ままトーチボディ部より 1m白所で必ず行ってください。短いと断線の

原因となります。

直二二亘組立1;1分解と逆の手順で行ってくださL'0 

手順(1)

手順但)、羽}

ト チボデ 1 135-137 1 ビニールテープ

イ l 戸 イ ① Lっ

手順 (9Hl~

結束パンド

14 

(1)パイロットケーブルに帝人されていたチュー

ブ②に新しいト チボディのリード主宰とパイ

ロヲトケ プルを挿入L.-Cください。

してください。パワーケ プルをトーチボディ

に接続し、チュ プ①をトーチボディ端面に

当たるまでずらしてください。

14)チュープ①②がずれないようにピユールテー

プで固定してください。

15)パワーケ プル上側にキャプタイヤケーブル

2本を配置し、ビニールテープにて固定して

ください。

してください。

(日1ホースシースを図白位置まで戻し、結束バン

ドにてホースシース(J)dj.結束してください。

(パワーケープルおよびキャプタイヤケーブ

ルを結束しないでください。)

印結束パンγがハンドル断付き部に当たるよう

にホースシ ス位置を調整してください。

UDホースシ ス箸部をピニ ルテープ巻して毘

定してくだ古い。

幽リード線をハンドル1.-:挟まないよう引きまわ

L、ハンドルを閉じ、ねじ止めしてください。



⑦パー ツリスト

-補修に必要な部品は品名、照合符号、部品番号を代理庖または、弊社営業所にお申し付けください。

照合

1 

2 
3 
4 

4-1 

4-2 

5 
6 

7 
8 
9 

10 

11 

12 

照司

:lU 

-部品の供給年限に関して

本製品の部品の景抵供給年限I立、製造後7年を目安にしておりますロ

ただし、他社から謄入して使用している部品が供給不能となった場合には、

その限りではありません。

部品 番号

H669G04 

H669G05 
H669Gll 

⑦: 

@ ￥防雪芝三4戸d

④、

④ー1

表1.標準品明細表

ロロロ 名

カ γ プ

H チ ツ プ

竃 極

組込量 付属亘

1 1 

1 5 

1 5 

記

中・厚板用

事

H1059BOO ト チ ポ デ イ 1 4-1、4-2を含みます

H805JOO ボディカパーキット (1) 4-2を含みます

H669G03 保 護 tJ "ミ (1) 

H758H01 レ ン チ 1 

H10自7COO ノ、 ン ド ノレ 1 
H999JOO ト チスイ ツ チ 1 
H1135FOO ト テスイッチコ ド 1 

H1132F01 ホ ス ミノ ス l 

H700EOO ノマヮ ケ ブルホ ス 1 
4・

H1135EOO バイロットケープル 1 

日700DOO 検出リード線アセンブリ 1 

表2. 別売品明細表

部品番号 ロロロ 名 I記込量l 言己 事

H669G12 絶 寄量 ス プ」 u円切りコW てス・トーチガイ咽

0701-001 円切り コ ンパス

0701-010 ト チ 茸 イ ド

-15 



⑧ 仕 様

8. 1 仕 様

形 式 CT~0702 

定 格 電 流 A 7 0 

定格使用率 % 6 0 

J告 査H 方 式~ 空I告

ケ プ Jレ長 m 1 5 

{使 用 茸 ス 、~ エ了一

(司主体のみ〕 kg 0.2 5 
質量

(全体) kg 5.0 

8.2 外形寸法図

42 

田

ト

一一L

盗皇

78 
120 

( s誼 f ⑩マヮーケーブルホース

l !l  L戸一/ププロツげ-7}v 

ド線

~16ー
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全国ネットで結ぶi寄ヨーヨーサービス網
デシヨ 製品のアフタ サービスには全国 50ケ所以上のデンヨ一事業所、及び専属サービス工場が、

みなさまに光と熱とカをご奉仕するため、日夜活躍を続けております。

本 社 fi03(686Dllll 水戸出張所 fi029(247)9191{間 大 阪 営 業 所 fi06(6488)7!31-8

干103-0012 東京都中期区日本橋揺宮町Zι石 干310-0841 水戸市酒門町字百害U4225 干660-0822 尼崎市杭灘南新町Lエ5

札幌営業所百011(862) 12211f¥J 菓京営業所 fi03(3228)2211附 広島営業所2i082(27日)3350

〒O口3-0日叩 札iA市白石匡荷直センタ ι21 〒164-8510 東京都中野区上高田4-2-2 干733-0833 広島『栖匡商工センターι1ι-15

車北営業所書ー課'a019(647)4611 ]11越出張所'ZIO姐2(25)6622 岡山出張所2i086(276)8581

干日20-0122 盛岡市みたげ3-11-10 〒350-凶 33 )11越市芳腎台2-8-65 〒702-8002 岡山市桑野710-11

管森出張所 'a017(764)4155 干糞民主票所 'a0436(23)1141 高松営業所世間7(間 )33但

干030-0124 青森市田箆木野宇阿部町叫 〒290-0a昔日 市原市桧ヶ島西1-1c12 干769-0101 援歌智直分寺町新居1391--3

秋田出張所 'a0188(45)8755 積震営業所 'a045(774) 0321 松山出張所自由民956)6700

干011-0951 耽田市土崎鞠幸町字沖在地加 字幻自 0002 横浜市金沢区鳥浜町3-14 干790-0943 桧山市古11[南1-18--17

期目撃荷車ニ書官022(254)7311 静岡営業所 fi054(261)325S 九州営業所在日92(935)070制官

〒811-2112 粕屋郡鎮芭町植木167-1〒目白-0014 仙台市宮披野区高砂L却 14 干420-0905 静同市南沼上988ふ19

郡山 出張 所 fi024(922)2B88 甲府出張所 fi055(266) 6815 鹿児島出張所由099(278) 130日

〒963-8071 郡山市言."JlJ町式保田詩細田 干406-0846 東矢代郡境川村三相797 〒899-2704 日置郡松元町春山1889-8

へ

山 形出張所由0236(72)4971 浜松出張所 fi053(422)41布 沖縄出張所古田氏878)2725叩

干999-3101 山醇県上山市金瓶字石回目 干435-0042 浜松市篠ヶ瀬64-1 干901-2132 i帝?富市伊祖1+151ネ1?J..粛福

閤骨営業所草F 語 fi025(268)0791 名古屋営業所官。52(935) 0621附 福井工場 fi0770(45)2211閥

〒950-2032 新潟市的場流通2-3-13 〒460-∞06 名古屋市中区葵1-27-32 干919-1312 三方郡三方町相田3日一1
カイフピル7階

松本出張所目0263(86)0226 金沢営業所百076(269) 1231H廿 培玉工場2i0492(25)1211附

干399-0701 塩毘市大宇高正吉田芋上原10B泊 予921-8066 金沢市矢木8--296 干おか0833 川越市芳野台2-8-65

閤甚堂量荷車二書 官027(251) 1931側

干371-0845 前橋市鳥羽町17乱1 -技術で明日を築く

ムヨ白書E 樹錯

-本社 干1回-0012 東京都中央丞日本橋堀留町2-8-5
TE印 3(686).)1111 FAX03(686D1181 

司時

， 


